
7  　

序
　
グ
リ
ッ
サ
ン
の
生
涯
と
作
品

生
い
立
ち

カ
リ
ブ
海
の
フ
ラ
ン
ス
領
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
島
。
沖
縄
本
島
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
熱
帯
気
候
の
こ
の
島
の
北
部
に
は
、

鬱
蒼
と
し
た
深
緑
の
密
林
に
覆
わ
れ
た
小
高
い
山
が
連
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
丘
陵
地
帯
に
切
り
拓
か
れ
た
北
東
部

の
集
落
ブ
ゾ
ダ
ン
で
、
一
九
二
八
年
九
月
二
十
一
日
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
は
生
ま
れ
た
。

彼
が
生
ま
れ
た
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
奴
隷
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
て
六
十
年
目
に
当
た
る
。
一
六
三
五
年
以
来
フ
ラ
ン

ス
の
植
民
地
で
あ
る
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
島
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
産
品
と
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
熱
帯
作
物
を
作
る

農
園
（
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
働
き
手
は
、
主
に
ア
フ
リ
カ
か
ら
連
行
さ
れ
た
奴
隷
で
担
わ
れ
た
。
一
六
八
五
年
に

黒
人
法
典
と
い
う
奴
隷
制
社
会
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
法
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
奴
隷
制
は
一
八
四
八
年
ま
で
存
続
し
た
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（
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
で
一
七
九
四
年
に
奴
隷
制
は
一
度
廃
止
さ
れ
る
も
の
の
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
支
配
下
に
あ
っ
た

こ
の
島
に
は
伝
令
は
不
達
だ
っ
た
）。

グ
リ
ッ
サ
ン
が
生
ま
れ
た
時
代
に
は
、
奴
隷
制
の
名
残
が
い
ま
だ
そ
こ
か
し
こ
に
認
め
ら
れ
た
。
当
時
の
主
要
産
業

は
、
奴
隷
制
時
代
以
来
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業
だ
っ
た
。
父
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
の
管
理
職
と
い
う
比
較
的
高
い
地
位
に

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
だ
ろ
う
、
父
は
あ
る
時
期
ま
で
自
分
の
姓
を
子
に
名
乗
ら
せ
な
か
っ
た
。
彼
の
戸
籍
名
は
、
母
方

の
姓
で
「
マ
チ
ュ
ー
・
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ゴ
ダ
ー
ル
」
と
登
録
さ
れ
た
。

母
は
子
供
た
ち
を
連
れ
て
ブ
ゾ
ダ
ン
を
離
れ
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
の
中
央
の
平
野
地
帯
に
位
置
す
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

経
済
の
中
心
地
ラ
マ
ン
タ
ン
に
移
り
住
む
こ
と
を
決
意
す
る
。
マ
チ
ュ
ー
・
ゴ
ダ
ー
ル
と
い
う
名
を
授
け
ら
れ
た
幼
子

（
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
）
が
生
後
一
カ
月
の
と
き
の
こ
と
だ
と
い
う
。
母
に
抱
き
抱
え
ら
れ
て
山
か
ら
平
野

を
降
っ
て
い
た
こ
の
と
き
の
経
験
は
、
創
作
と
思
考
の
原
風
景
と
し
て
後
年
、
老
境
に
入
っ
た
作
家
に
よ
っ
て
何
度
も

語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
八
年
、
マ
チ
ュ
ー
・
ゴ
ダ
ー
ル
は
島
唯
一
の
リ
セ
（
中
高
一
貫
校
）
に
奨
学
金
を
得
て
入
学
す
る
。
奴
隷
制

廃
止
の
立
役
者
の
名
を
冠
す
る
「
リ
セ
・
シ
ェ
ル
シ
ェ
ー
ル
」
は
、
ラ
マ
ン
タ
ン
の
隣
町
に
当
た
る
島
の
中
心
地
フ
ォ

ー
ル
゠
ド
゠
フ
ラ
ン
ス
に
所
在
す
る
エ
リ
ー
ト
校
だ
っ
た
。
こ
の
入
学
を
き
っ
か
け
に
父
は
子
を
正
式
に
認
知
し
、
マ

チ
ュ
ー
・
ゴ
ダ
ー
ル
は
以
後
「
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
夏
休
み
に
は
父
親
に
付
い

て
各
地
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
を
巡
っ
た
。

学
校
で
は
フ
ラ
ン
ス
式
植
民
地
教
育
が
実
施
さ
れ
た
。
読
書
好
き
だ
っ
た
少
年
は
、『
三
銃
士
』
の
よ
う
な
フ
ラ
ン

ス
の
少
年
向
け
の
歴
史
物
語
を
好
み
、
ラ
テ
ン
語
の
古
典
作
品
の
訳
読
を
得
意
と
し
た
。
し
か
し
、
教
師
の
な
か
に
は



9  　グリッサンの生涯と作品

エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
と
ル
ネ
・
メ
ニ
ル
と
い
う
島
の
植
民
地
状
況
に
懐
疑
的
な
文
人
が
お
り
、
学
校
教
育
の
場
で
学
ぶ
も

の
と
は
異
質
な
評
論
や
文
学
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
雑
誌
『
ト
ロ
ピ
ッ
ク
（
熱
帯
）』（
一
九
四
一
―
四
五
年
）
を
発
行

し
て
い
た
。

と
き
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
島
も
、
一
九
四
〇
年
六
月
か
ら
四
三

年
七
月
に
か
け
て
対
独
協
力
政
府
の
直
接
統
治
下
に
置
か
れ
る
。
そ
う
し
た
政
治
状
況
に
対
抗
す
る
目
論
見
も
あ
っ
た

『
ト
ロ
ピ
ッ
ク
』
の
主
な
読
者
は
、
リ
セ
・
シ
ェ
ル
シ
ェ
ー
ル
の
生
徒
た
ち
だ
っ
た
。
グ
リ
ッ
サ
ン
は
メ
ニ
ル
を
教
師

に
持
ち
、
セ
ゼ
ー
ル
の
詩
や
批
評
を
『
ト
ロ
ピ
ッ
ク
』
で
知
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
を
迎
え
る
頃
、
グ
リ
ッ
サ
ン
は
、
ラ
マ
ン
タ
ン
で
結
成
さ
れ
た
青
年
組
織
「
フ
ラ
ン
・
ジ

ュ
（
正
々
堂
々
と
）」
に
最
年
少
で
加
わ
る
。
こ
の
組
織
は
政
治
・
文
化
問
題
を
議
論
し
、
詩
を
書
き
、
同
人
誌
『
フ

ラ
ン
・
ジ
ュ
』
を
発
行
し
た
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
詩
や
演
説
の
原
稿
が
グ
リ
ッ
サ
ン
の
最
初
期
の
刊
行
物
で
あ
る
。

戦
争
の
終
結
は
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
の
政
治
状
況
を
大
き
く
変
え
る
期
待
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
四
五
年
の
選
挙
で
フ

ラ
ン
・
ジ
ュ
は
文
化
政
策
に
注
力
す
る
共
産
党
を
明
確
に
支
持
す
る
。
い
ま
だ
選
挙
資
格
の
な
い
グ
リ
ッ
サ
ン
は
、
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
た
ち
と
ラ
マ
ン
タ
ン
の
市
町
村
選
挙
で
共
産
党
候
補
を
支
援
し
、
政
治
家
に
転
身
し
た
セ
ゼ
ー
ル

へ
の
支
援
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
共
産
党
員
が
圧
倒
的
勝
利
を
収
め
、
セ
ゼ
ー
ル
は
フ
ォ
ー
ル
゠
ド
゠

フ
ラ
ン
ス
市
長
に
し
て
国
民
議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
る
。
晩
年
の
グ
リ
ッ
サ
ン
は
こ
の
フ
ラ
ン
・
ジ
ュ
の
時
代
の
断
片

的
回
想
を
著
述
の
な
か
に
し
ば
し
ば
残
し
た
。

一
九
四
六
年
、
セ
ゼ
ー
ル
の
主
導
の
も
と
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
は
、
カ
リ
ブ
海
と
イ
ン
ド
洋
の
他
の
フ
ラ
ン
ス
領
（
グ

ア
ド
ル
ー
プ
、
ギ
ュ
イ
ヤ
ン
ヌ
、
レ
ユ
ニ
オ
ン
）
と
と
も
に
、
行
政
上
の
地
位
を
植
民
地
か
ら
県
に
昇
格
す
る
こ
と
が
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宗
主
国
議
会
で
可
決
さ
れ
る
。
こ
の
法
案
の
可
決
に
尽
力
し
た
の
が
セ
ゼ
ー
ル
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
海
外
県
化
法
案
の

可
決
の
こ
の
年
、
リ
セ
を
卒
業
し
た
グ
リ
ッ
サ
ン
は
奨
学
金
を
得
て
、
汽
船
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
。

詩
人
と
し
て
の
出
発

パ
リ
に
到
着
し
た
グ
リ
ッ
サ
ン
は
、
ブ
ロ
ン
デ
ル
通
り
四
番
地
に
所
在
し
た
学
生
寮
（
元
娼
館
）
で
、
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
出
身
の
学
生
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
学
友
の
一
人
が
同
郷
の
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
で
あ

る
。
グ
リ
ッ
サ
ン
と
同
年
に
本
土
に
や
っ
て
来
た
フ
ァ
ノ
ン
は
リ
ヨ
ン
の
医
学
生
だ
っ
た
が
、
パ
リ
の
こ
の
学
生
寮
で

一
時
期
を
過
ご
し
た
。

グ
リ
ッ
サ
ン
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
哲
学
を
学
び
、
ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
、
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
゠
ポ
ン
テ

ィ
の
授
業
を
受
け
た
。
一
九
五
三
年
に
は
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ー
ル
を
指
導
教
員
と
す
る
論
文
「
同
時
代
の
詩
に
お
け
る
世

界
の
発
見
と
構
想
」
で
哲
学
の
高
等
研
究
免
状
を
取
得
し
た
。
そ
れ
と
併
行
し
て
、
人
類
博
物
館
の
民
族
学
の
授
業
も

受
け
た
。

こ
う
し
た
学
業
の
一
方
で
、
詩
作
に
も
打
ち
込
む
。
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
時
代
の
『
フ
ラ
ン
・
ジ
ュ
』
以
降
、
グ
リ
ッ

サ
ン
の
最
初
の
公
的
出
版
物
は
、
ジ
ャ
ン
゠
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
が
主
宰
す
る
『
レ
・
タ
ン
・
モ
デ
ル
ヌ
（
現
代
）』

誌
第
三
六
号
（
一
九
四
八
年
九
月
）
に
発
表
し
た
七
篇
の
詩
で
あ
る
（
の
ち
に
『
釘
付
け
に
さ
れ
た
血
』
に
収
録
）。

グ
リ
ッ
サ
ン
の
詩
を
高
く
評
価
し
た
の
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
だ
っ
た
。
レ
リ
ス
は
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
民
族

学
的
調
査
で
赴
い
た
際
、『
フ
ラ
ン
・
ジ
ュ
』
を
手
に
し
て
そ
の
詩
才
を
認
め
た
。
レ
リ
ス
と
直
接
の
交
流
を
持
つ
よ
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う
に
な
る
一
九
五
〇
年
以
前
か
ら
、
グ
リ
ッ
サ
ン
は
レ
リ
ス
に
定
期
的
に
詩
を
送
り
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
『
レ
・
タ

ン
・
モ
デ
ル
ヌ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
な
お
同
誌
第
五
二
号
（
一
九
五
〇
年
二
月
）
に
は
レ
リ
ス
が
中
心

と
な
っ
た
ア
ン
テ
ィ
ル
特
集
号
が
組
ま
れ
、
フ
ラ
ン
・
ジ
ュ
の
仲
間
の
詩
が
掲
載
さ
れ
た
。

一
九
五
三
年
、
生
活
を
と
も
に
す
る
最
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ロ
ー
ル
と
の
あ
い
だ
に

一
子
（
パ
ス
カ
ル
）
を
授
か
っ
た
こ
の
年
、
最
初
の
詩
集
『
島
々
の
野
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
詩
集
の
出
版
を
引
き
受

け
た
マ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ラ
ク
゠
セ
ル
ー
は
、
一
九
五
五
年
に
ド
ラ
ゴ
ン
画
廊
を
開
業
す
る
（
一
九
九
五
年
閉
業
）。

こ
の
画
廊
が
所
在
し
た
ド
ラ
ゴ
ン
通
り
一
九
番
地
で
、
グ
リ
ッ
サ
ン
は
多
く
の
詩
人
や
画
家
と
交
流
し
た
。
カ
リ
ブ

海
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家
の
個
展
も
そ
こ
で
開
催
さ
れ
、
画
廊
が
刊
行
す
る
薄
型
の
カ
タ
ロ
グ
に
批
評
文
を
し

ば
し
ば
寄
稿
す
る
。
グ
リ
ッ
サ
ン
が
同
画
廊
の
カ
タ
ロ
グ
も
含
め
て
何
度
か
批
評
す
る
チ
リ
の
画
家
ロ
ベ
ル
ト
・
マ
ッ

タ
に
は
別
の
機
会
（
一
九
四
七
年
）
に
出
会
っ
て
以
来
、
長
い
親
交
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

二
冊
目
の
詩
集
『
不
安
な
大
地
』
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
画
廊
開
業
の
年
、
同
名
の
版
元
か
ら
キ
ュ
ー
バ
の
画
家
ウ
ィ
フ
レ

ド
・
ラ
ム
の
リ
ト
グ
ラ
フ
を
添
え
て
刊
行
さ
れ
た
。

パ
リ
で
さ
ま
ざ
ま
な
詩
人
や
作
家
と
友
情
を
育
ん
だ
。
そ
の
な
か
に
文
芸
評
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る
モ
ー
リ
ス
・
ナ

ド
ー
が
い
る
。
ナ
ド
ー
が
一
九
五
三
年
に
創
刊
し
た
文
芸
誌
『
レ
・
レ
ッ
ト
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
（
新
文
芸
）』（
一
九
七

七
年
終
刊
）
に
は
当
初
か
ら
参
加
し
、
詩
に
加
え
、
多
数
の
書
評
と
文
学
評
論
を
寄
稿
す
る
。

ア
フ
リ
カ
系
知
識
人
の
サ
ー
ク
ル
と
も
交
流
を
持
っ
た
。
一
九
四
七
年
創
刊
の
雑
誌
『
プ
レ
ザ
ン
ス
・
ア
フ
リ
ケ
ー

ヌ
（
ア
フ
リ
カ
は
存
在
す
る
）』（
刊
行
中
）
に
関
わ
り
、
同
誌
の
版
元
で
あ
る
同
名
の
出
版
社
が
一
九
五
六
年
に
ソ
ル

ボ
ン
ヌ
大
学
で
開
催
し
た
「
第
一
回
黒
人
芸
術
家
・
作
家
国
際
会
議
」
に
は
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
、
セ
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ゼ
ー
ル
や
フ
ァ
ノ
ン
と
と
も
に
参
加
し
た
。
こ
の
会
議
後
、
ア
フ
リ
カ
文
化
促
進
の
た
め
の
組
織
「
ア
フ
リ
カ
文
化
協

会
」
が
発
足
し
、
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

同
会
議
に
参
加
し
た
年
は
パ
リ
に
来
て
か
ら
十
年
目
に
当
た
る
。
こ
の
年
（
一
九
五
六
年
）、
グ
リ
ッ
サ
ン
は
最
初

の
詩
的
散
文
集
『
意
識
の
太
陽
』
と
長
篇
散
文
詩
『
イ
ン
ド
』
を
、
フ
ァ
レ
ー
ズ
社
（
一
九
四
九
―
五
九
年
）
か
ら
刊

行
し
た
。『
意
識
の
太
陽
』
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
経
験
し
た
雪
と
故
郷
の
熱
帯
風
景
と
の
比
較
考
察
を
は
じ
め
と

す
る
、
グ
リ
ッ
サ
ン
の
詩
学
の
出
発
点
を
告
げ
る
作
品
で
あ
る
。「
一
つ
の
陸
地
と
も
う
一
つ
の
陸
地
の
詩
」
と
い
う

副
題
を
付
し
た
『
イ
ン
ド
』
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
「
発
見
」
し
た
「
新
大
陸
」
の
歴
史
と
そ
の
帰
趨
を
叙
事
的
に
描
い

た
、
詩
人
の
歴
史
意
識
が
明
確
に
提
示
さ
れ
る
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
。
グ
リ
ッ
サ
ン
の
密
度
の
高
い
作
品
の
刊
行
は

こ
の
時
期
か
ら
相
次
ぐ
こ
と
に
な
る
。

文
学
と
政
治

一
九
五
八
年
、
グ
リ
ッ
サ
ン
は
最
初
の
小
説
『
レ
ザ
ル
ド
川
』
を
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
版
元
ス
イ
ユ
社
か
ら
発
表
す

る
。
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
で
の
思
い
出
を
題
材
に
人
々
の
政
治
意
識
の
覚
醒
を
島
の
風
景
に
重
ね
合
わ
せ
て
詩
的
に
描
い

た
こ
の
作
品
は
、
同
年
の
ル
ノ
ド
ー
賞
受
賞
と
い
う
栄
誉
に
浴
し
た
。
同
賞
の
受
賞
は
、
作
家
の
知
名
度
を
高
め
る
と

と
も
に
そ
の
実
力
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
社
会
的
に
機
能
し
た
。
以
後
、
グ
リ
ッ
サ
ン
の
作
品
は
基
本
的
に
ス
イ
ユ

社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
五
九
年
、「
第
二
回
黒
人
芸
術
家
・
作
家
会
議
」
が
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
、
彼
の
政
治
活
動


